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(54)【発明の名称】 発光ダイオードを光源として用いた電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  フィルタを用意することなく、必要に応じて
異なる波長領域の光を選択的に照射し、所望する体腔内
の画像を観察する。
【解決手段】  ビデオスコープ４０から放射される光の
光源として積層型のＬＥＤを複数配設したＬＥＤランプ
１６を用いる。積層型ＬＥＤランプは赤色光、緑色光、
青色光を発光する可視光発光ダイオードと、赤外光を発
光する赤外発光ダイオードとを積層に配列して構成す
る。内視鏡装置の観察モードとして可視光観察モードと
赤外観察モードを設定する。可視光観察モードは、ＬＥ
Ｄランプ１６から赤外光、緑色光、青色光を順次放射し
て、面順次方式に従って信号処理をし、テレビモニタ２
１上に観察部位のカラー画像を表示する。赤外光観察モ
ードは、ＬＥＤランプ１６から赤外光を照射して、テレ
ビモニタ２１上に観察部位の粘膜下の血管等も観察可能
な濃淡画像を表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  可視光および不可視光に対して感度のあ
る撮像素子と、前記撮像素子のある先端側へ光を導く光
ケーブルとを有するビデオスコープが着脱自在に接続さ
れるとともに、被写体像を表示するための表示装置が接
続されたプロセッサであって、
前記撮像素子から読み出される被写体像に応じた画像信
号を処理して映像信号を生成し、該映像信号を前記表示
装置に送る信号処理手段と、
赤色光を発光する赤色発光ダイオードと、緑色光を発光
する緑色発光ダイオードと、青色光を発光する青色発光
ダイオードと、不可視光を発光する不可視光発光ダイオ
ードとが層状に配列されるとともに前記赤色光、緑色
光、青色光および不可視光を略同一方向へ放射する複数
の積層型ＬＥＤによって構成され、前記光ケーブルの入
射端に向けて光を放射するＬＥＤランプと、
前記赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、青色発
光ダイオードによって構成される一式の可視光発光ダイ
オードと、前記不可視光発光ダイオードとのいずれかを
選択的に発光させるランプ制御手段とを備え、
前記ランプ制御手段が、前記一式の可視光発光ダイオー
ドを発光させる場合、カラー撮像方式として面順次方式
に従って、前記赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオー
ド、青色発光ダイオードを順次発光させ、
前記信号処理手段が、前記一式の可視光発光ダイオード
が発光する場合、前記撮像素子から読み出される赤色
光、緑色光、青色光に対応した画像信号を面順次方式に
従って処理する第１信号処理手段と、前記不可視光発光
ダイオードが発光する場合、前記撮像素子から読み出さ
れる不可視光に対応した画像信号に対して不可視光対応
の信号処理を実行する第２信号処理手段とを有すること
を特徴とする電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項２】  前記不可視光が赤外光であり、前記不可
視光発光ダイオードが、前記積層型ＬＥＤにおいて、前
記積層型ＬＥＤから放射される光の出射方向に沿って前
記一式の可視光発光ダイオードの後方に配置されること
を特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装置のプロセ
ッサ。
【請求項３】  前記不可視光が紫外光であり、前記不可
視光発光ダイオードが、前記積層型ＬＥＤにおいて、前
記積層型ＬＥＤから放射される光の出射方向に沿って前
記一式の可視発光ダイオードの前方に配置されることを
特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装置のプロセッ
サ。
【請求項４】  前記不可視光発光ダイオードが、赤外光
および紫外光をそれぞれ発光する赤外光発光ダイオード
および紫外光発光ダイオードからなり、
前記赤外光発光ダイオードが、前記積層型ＬＥＤから放
射される光の出射方向に沿って前記一式の可視光ダイオ
ードの後方に配置され、
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前記紫外光発光ダイオードが、前記積層型ＬＥＤから放
射される光の出射方向に沿って前記一式の可視光ダイオ
ードの前方に配置されることを特徴とする請求項１に記
載の電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項５】  前記面順次方式に従って前記ＬＥＤラン
プから前記赤色光、緑色光、青色光が順次放射される可
視光観察モードと、前記ＬＥＤランプから前記不可視光
が放射される不可視光照射による観察モードとを選択的
に切替えるためのモード切替スイッチをさらに有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装置のプロ
セッサ。
【請求項６】  前記信号処理手段が、前記ＬＥＤランプ
が前記赤色光、緑色光、青色光を順次放射するときには
前記赤色光、緑色光、青色光に対応した画像信号を前記
第１信号処理手段に送る一方、前記ＬＥＤランプが前記
不可視光を放射するときには前記不可視光に対応した画
像信号を前記第２信号処理手段に送る選択手段を有し、
前記ランプ制御手段が、前記赤色、緑色光、青色発光ダ
イオードおよび不可視光発光ダイオードを所定の時間間
隔で交互に発光させ、
前記選択手段が、前記赤色光、緑色光、青色光および不
可視光発光ダイオードの発光タイミングに従って、前記
画像信号を第１および第２信号処理手段へ交互に送るこ
とを特徴とする請求項１もしくは請求項４もしくは請求
項５のいずれかに記載の電子内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項７】  前記不可視光が、赤外光および紫外光で
あり、
前記第２の信号処理手段が、前記赤外光が前記ＬＥＤラ
ンプから放射されたときに得られる画像信号を処理して
赤外光に応じた映像信号を生成する赤外光信号処理手段
と、前記紫外光が前記ＬＥＤランプから放射されたとき
に得られる画像信号を処理して自家蛍光に応じた映像信
号を生成する自家蛍光信号処理手段とを有し、
前記選択手段が、前記ＬＥＤランプが赤色、青色、緑色
光を放射するときには前記画像信号を前記第１信号処理
手段に送り、前記赤外光を放射するときには前記画像信
号を前記赤外光信号処理手段に送り、前記紫外光を放射
するときには前記画像信号を前記自家蛍光信号処理手段
に送り、
前記ランプ制御手段が、前記赤色光、緑色光、青色光、
赤外光および紫外光発光ダイオードを所定の時間間隔で
交互に放射するように、前記ＬＥＤランプを制御するこ
とを特徴とする請求項６に記載の電子内視鏡装置のプロ
セッサ。
【請求項８】  前記切替モードスイッチが、前記面順次
方式に従って前記ＬＥＤランプから前記赤色光、緑色
光、青色光が順次放射される可視光観察モードと、前記
ＬＥＤランプから前記赤外光が放射される赤外観察モー
ドと、前記ＬＥＤランプから前記紫外光が放射される自
家蛍光観察モードのいずれかのモードへ切り替えるため
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のスイッチであり、
前記信号処理手段が、
前記モード切替スイッチの切替に応じて、前記第１信号
処理手段において生成される前記赤色光、緑色光、青色
光に対応した映像信号と、前記赤外光信号処理手段にお
いて生成される赤外光に応じた映像信号と、前記自家蛍
光信号処理手段において生成される紫外光に応じた映像
信号のいずれかを前記表示装置へ選択的に送る映像側切
替手段を有することを特徴とする請求項７に記載の電子
内視鏡装置のプロセッサ。
【請求項９】  可視光と不可視光に対して感度のある撮
像素子を有する電子内視鏡装置のビデオスコープ内に設
けられる前記ビデオスコープの先端部へ光を送る光ケー
ブルの入射端へ光を放射する内視鏡用ランプを構成する
積層型LEDであって、
赤色光を発光する赤色発光ダイオードと、緑色光を発光
する緑色発光ダイオードと、青色光を発光する青色発光
ダイオードと、不可視光を発光する不可視光発光ダイオ
ードとが層状に配列されるとともに前記赤色光、緑色
光、青色光および不可視光を略同一方向へ放射すること
を特徴とする内視鏡用積層型LED。
【請求項１０】  可視光および不可視光に対して感度の
ある撮像素子と、前記撮像素子のある先端側へ光を導く
光ケーブルとを有するビデオスコープと、
前記ビデオスコープが着脱自在に接続されるとともに、
被写体像を表示するための表示装置が接続されるプロセ
ッサであって、前記撮像素子から読み出される被写体像
に応じた画像信号を処理して映像信号を生成し、該映像
信号を前記表示装置に送る信号処理手段と、赤色光を発
光する赤色発光ダイオードと、緑色光を発光する緑色発
光ダイオードと、青色光を発光する青色発光ダイオード
と、不可視光を発光する不可視光発光ダイオードとが層
状に配列されるとともに前記赤色光、緑色光、青色光お
よび不可視光を略同一方向へ放射する複数の積層型ＬＥ
Ｄによって構成され、前記光ケーブルの入射端に向けて
光を放射するＬＥＤランプと、前記赤色発光ダイオー
ド、緑色発光ダイオード、青色発光ダイオードによって
構成される一式の可視光発光ダイオードと、前記不可視
光発光ダイオードとのいずれかを選択的に発光させるラ
ンプ制御手段とを有するプロセッサとを備え、
前記ランプ制御手段が、前記一式の可視光発光ダイオー
ドを発光させる場合、カラー撮像方式として面順次方式
に従って、前記赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオー
ド、青色発光ダイオードを順次発光させ、
前記信号処理手段が、前記一式の可視光発光ダイオード
が発光する場合、前記撮像素子から読み出される赤色
光、緑色光、青色光に対応した画像信号を面順次方式に
従って処理する第１信号処理手段と、前記不可視光発光
ダイオードが発光する場合、前記撮像素子から読み出さ
れる不可視光に対応した画像信号に対して不可視光対応
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の信号処理を実行する第２信号処理手段とを有すること
を特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、撮像素子を有する
ビデオスコープと、撮像素子から読み出される画像信号
を処理して映像信号をモニタに送るプロセッサとを備え
た電子内視鏡装置に関し、特に可視光とともに赤外光や
紫外光などの不可視光を光源として利用する内視鏡観察
において、光源の発光を制御するとともに画像信号処理
を調整する電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、内視鏡装置を使用して胃など患部
を観察する場合、可視光を患部の観察部位に照射するだ
けでなく、赤外光、紫外光（特に近赤外光、近紫外光）
を照射することがある。赤外光は胃潰瘍などの検査時に
使用され、赤外光を患部に照射すると、可視光では観察
しにくい粘膜下の血管等が鮮明に映し出される。一方、
紫外光は癌などの検査時において使用され、紫外光（励
起光）を患部に照射すると、正常な生態組織は所定の蛍
光を発生するが癌組織細胞は蛍光を発生しないので、所
定の撮像画像処理を行うことにより癌細胞の観察が可能
である。
【０００３】通常、プロセッサ内に広範囲の波長領域を
発生するランプを光源とするとともに、可視光以外の波
長領域の光をカットする可視光用フィルタと赤外光のみ
を透過させる赤外光用フィルタが光源付近で切替可能に
設置されており、赤外光による観察を行う場合、光源の
前にある可視光用フィルタを退避させて赤外光用フィル
タを代わりに光源前に配置させる。紫外光による観察の
場合も同様に、紫外光のみを透過させるフィルタが用意
される。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】このように、異なる波
長領域の光をそれぞれ照射して観察を行う場合、フィル
タを各波長毎に用意し、フィルタを切替可能な機構にし
なければならず、プロセッサ内の構成が複雑となる。
【０００５】本発明は、以上の問題点を解決するもので
あり、フィルタを用意することなく、必要に応じて異な
る波長領域の光を選択的に照射し、所望する観察部位の
画像を観察できる電子内視鏡装置を得ることを目的とす
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡装置
は、可視光および不可視光に対して感度のある撮像素子
と、撮像素子のある先端側へ光を導く光ケーブルとを有
するビデオスコープが着脱自在に接続されるとともに、
被写体像を表示するための表示装置が接続されるプロセ
ッサである。プロセッサは、ＬＥＤランプと、ランプ制
御手段と、信号処理手段とを備えることを特徴とする。
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ＬＥＤランプは、赤色光を発光する赤色発光ダイオード
と、緑色光を発光する緑色発光ダイオードと、青色光を
発光する青色発光ダイオードと、不可視光を発光する不
可視光発光ダイオードとが層状に配列されるとともに赤
色光、緑色光、青色光および不可視光を略同一方向へ放
射する複数の積層型ＬＥＤによって構成され、光ケーブ
ルの入射端に向けて光を放射する。ランプ制御手段は、
赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、青色発光ダ
イオードによって構成される一式の可視光発光ダイオー
ドと、不可視光発光ダイオードとのいずれかを選択的に
発光させる。このとき、ランプ制御手段は、一式の可視
光発光ダイオードを発光させる場合、カラー撮像方式と
して面順次方式に従って、赤色発光ダイオード、緑色発
光ダイオード、青色発光ダイオードを順次発光させる。
信号処理手段は、撮像素子から読み出される被写体像に
応じた画像信号を処理して映像信号を生成し、該映像信
号を表示装置に送る手段であり、一式の可視光発光ダイ
オードが発光する場合、撮像素子から読み出される赤色
光、緑色光、青色光に対応した画像信号を面順次方式に
従って処理する第１信号処理手段と、不可視光発光ダイ
オードが発光する場合、撮像素子から読み出される不可
視光に対応した画像信号に対して不可視光対応の信号処
理を実行する第２信号処理手段とを有する。
【０００７】面順次方式に従ってカラー画像を観察する
場合、ランプ制御手段が赤色光、青色光、緑色光発光ダ
イオードを順次発光させてＬＥＤランプから赤色光、青
色光、緑色光を順次放射させ、第１信号処理手段が面順
次方式に従って画像信号を処理する。一方、不可視光を
発光させて不可視光に応じた画像を観察する場合、ラン
プ制御手段が不可視光発光ダイオードを発光させて第２
信号処理手段が不可視光に応じた信号処理を実行する。
このように、積層型ＬＥＤで構成されるＬＥＤランプを
光源として適用することにより、フィルタを用意しなく
ても選択的に赤色光、緑色光、青色光からなる可視光も
しくは不可視光を観察部位に照射させることができ、所
望する観察画像を必要に応じて得ることができる。
【０００８】赤外光観察を行うため、好ましくは、不可
視光は赤外光である。この場合、不可視光発光ダイオー
ドは、積層型ＬＥＤにおいて、積層型ＬＥＤから放射さ
れる光の出射方向に沿って一式の可視光発光ダイオード
の後方に配置される。一方、紫外光観察をする場合、好
ましくは、不可視光は紫外光である。この場合、不可視
光発光ダイオードは、積層型ＬＥＤにおいて、積層型Ｌ
ＥＤから放射される光の出射方向に沿って一式の可視発
光ダイオードの前方に配置されることを特徴とする。さ
らに紫外光および赤外光観察の両方を行うため、好まし
くは、不可視光発光ダイオードが、赤外光および紫外光
をそれぞれ発光する赤外光発光ダイオードおよび紫外光
発光ダイオードからなり、一式の可視光発光ダイオード
の後方および前方へ配置される。
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【０００９】オペレータの操作によってカラー画像観察
と不可視光の画像観察の切替をできるようにするため、
面順次方式に従ってＬＥＤランプから赤色光、緑色光、
青色光が順次放射される可視光観察モードと、ＬＥＤラ
ンプから不可視光が放射される不可視光照射による観察
モードを選択的に切替えるためのモード切替スイッチを
プロセッサに設けることが望ましい。
【００１０】一方、可視光に応じた画像信号と、不可視
光に応じた画像信号からそれぞれ映像信号を生成するた
め、信号処理手段は、ＬＥＤランプが赤色光、緑色光、
青色光を順次放射するときには赤色光、緑色光、青色光
に対応した画像信号を第１信号処理手段に送る一方、Ｌ
ＥＤランプが不可視光を放射するときには不可視光に対
応した画像信号を第２信号処理手段に送る選択手段とを
有し、ランプ制御手段が、赤色、緑色光、青色発光ダイ
オードおよび不可視光発光ダイオードを所定の時間間隔
で交互に発光させ、選択手段が、赤色、緑色、青色およ
び不可視光発光ダイオードの発光タイミングに従って、
画像信号を第１および第２信号処理手段へ交互に送るこ
とが望ましい。選択手段のタイミングを考慮した選択的
信号伝達により、可視光に応じたカラー画像の映像信号
と、不可視光（赤外光、あるいは紫外光）に応じた映像
信号が生成される。
【００１１】さらに、不可視光発光ダイオードが、赤外
光および紫外光をそれぞれ発光する赤外光発光ダイオー
ドおよび紫外光発光ダイオードからなる場合、第２の信
号処理手段が、赤外光がＬＥＤランプから放射されたと
きに得られる画像信号を処理して赤外光に応じた映像信
号を生成する赤外光信号処理手段と、紫外光がＬＥＤラ
ンプから放射されたときに得られる画像信号を処理して
自家蛍光に応じた映像信号を処理する自家蛍光信号処理
手段とを有し、選択手段は、ＬＥＤランプが赤色、青
色、緑色光を放射するときには画像信号を第１信号処理
手段に送り、赤外光を放射するときには画像信号を赤外
光信号処理手段に送り、紫外光を放射するときには画像
信号を自家蛍光信号処理手段に送り、ランプ制御手段
は、赤色光、緑色光、青色光、赤外光および紫外光発光
ダイオードを所定の時間間隔で交互に放射するように、
ＬＥＤランプを制御することが望ましい。この場合、切
替モードスイッチは、面順次方式に従ってＬＥＤランプ
から赤色光、緑色光、青色光が順次放射される可視光観
察モードと、ＬＥＤランプから赤外光が放射される赤外
観察モードと、ＬＥＤランプから紫外光が放射される不
可視光照射による観察モードのいずれかのモードへ切り
替えるためのスイッチであることが望ましく、信号処理
手段は、モード切替スイッチの切替に応じて、第１信号
処理手段において生成される赤色光、緑色光、青色光に
対応した映像信号と、赤外光信号処理手段において生成
される赤外光に応じた映像信号と、紫外光信号処理手段
において生成される紫外光に応じた映像信号のいずれか
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7
を表示装置へ選択的に送る映像側切替手段を有すること
が望ましい。
【００１２】本発明の内視鏡用積層型LEDは、可視光と
不可視光に対して感度のある撮像素子を有する電子内視
鏡装置のスコープ内に設けられるスコープの先端部へ光
を送る光ケーブルの入射端へ光を放射する内視鏡用ラン
プを構成する積層型ＬＥＤである。積層型ＬＥＤは、赤
色光を発光する赤色発光ダイオードと、緑色光を発光す
る緑色発光ダイオードと、青色光を発光する青色発光ダ
イオードと、不可視光を発光する不可視光発光ダイオー
ドとが層状に配列されるとともに赤色光、緑色光、青色
光および不可視光を略同一方向へ放射する複数の積層型
ＬＥＤによって構成されることを特徴とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、本発明の
実施形態である電子内視鏡装置を説明する。
【００１４】図１は、第1の実施形態の回路構成を示す
ブロック図である。第１の実施形態では、可視光を観察
部位に照射してカラー画像を表示するとともに、粘膜の
透過性に優れた性質を有する赤外光を観察部位に照射し
て濃淡で映し出される画像を表示することが可能であ
る。なお、カラー撮像方式として面順次方式が適用され
ており、また、カラーテレビジョン規格としてＮＴＳＣ
方式が適用されている。
【００１５】電子内視鏡装置は、ビデオスコープ４０と
プロセッサ１０、テレビモニタ２１によって構成され、
プロセッサ１０にはテレビモニタ２１が接続されてい
る。ビデオスコープ４０はプロセッサ１０に着脱自在に
接続され、検査、処置等が行われる間、ビデオスコープ
４０が体腔内に挿入される。
【００１６】ビデオスコープ４０は、カラー撮像方式と
して面順次方式に対応したスコープであり、撮像素子と
してカラーフィルタが配設されないＣＣＤ４１がビデオ
スコープ４０の先端部に配置されている。また、ビデオ
スコープ４０の先端側へ光を送るため、光ファイバーケ
ーブルであるライトガイドファイババンドル１８がビデ
オスコープ４０内に設けられている。
【００１７】プロセッサ１０内において、光源であるＬ
ＥＤランプ（ＬＥＤ光源）１６から放射された光は、集
光レンズ１７により集光され、図示しない絞りを介して
ライトガイドファイババンドル１８の入射端１８Ａに入
射する。ＬＥＤランプ１６は、複数の積層型ＬＥＤ（こ
こでは図示せず）によって構成されるランプ（光源）で
あり、ＬＥＤドライバ２３によって駆動される。積層型
ＬＥＤは、赤外光（ＩＲ）、および赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）、青色（Ｂ）の光を発する４つの発光ダイオード
が層状に並んだ積層構造のＬＥＤ(Light Emitting Diod
e）である。
【００１８】カラー画像をテレビモニタ２１に表示する
場合（以下では、可視光観察モードという）、ＬＥＤラ
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ンプ１６からＲ、Ｇ、Ｂ各色の光が順番に放射される。
可視光Ｒ、Ｇ、Ｂ各色の光は、ライトガイドファイババ
ンドル１８を通ってその出射端１８Ｂ、すなわちビデオ
スコープ４０の先端から順番に出射し、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色
の光が観察部位Ｓに照射される。一方、赤外光に応じた
濃淡画像を表示する場合（以下では、赤外観察モードと
いう）、ＬＥＤランプ１６から赤外光ＩＲが連続的に放
射される。放射された赤外光ＩＲは、可視光であるＲ、
Ｇ、Ｂと同様、ビデオスコープ４０の先端から出射し、
観察部位Ｓに照射する。
【００１９】可視光観察モードの場合、観察部位Ｓで反
射した可視光であるＲ、Ｇ、Ｂ各色の光は、ビデオスコ
ープ４０の先端に設けられた対物レンズ（図示せず）を
通って、ＣＣＤ４１に到達する。その結果、ＣＣＤ４１
の受光面（画像形成面）に、観察部位Ｓの被写体像が形
成される。Ｒ、Ｇ、Ｂの光が順次観察部位Ｓに照射さ
れ、その反射光が順次ＣＣＤ４１に到達することによ
り、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色に応じた画像信号がＣＣＤ４１にお
いて順次発生する。一方、赤外観察モードの場合、観察
部位Ｓで反射した赤外光ＩＲは可視光Ｒ、Ｇ、Ｂと同様
に対物レンズを通って、ＣＣＤ４１に到達し、赤外光に
対応した被写体像が形成される。
【００２０】ＣＣＤ４１は、可視光とともに赤外、紫外
光に対する感度特性をもっており、可視光のみならず赤
外、紫外光といった不可視光による被写体像がＣＣＤ４
１に形成された場合でも光電変換により画像信号が発生
する。ＣＣＤ４１はＣＣＤドライバ４２によって駆動さ
れており、可視光Ｒ、Ｇ、Ｂがランプ１６から順次放射
された場合、Ｒに応じた画像信号、Ｇに応じた画像信
号、Ｂに応じた画像信号が１フレーム毎に順次ＣＣＤ４
１から読み出される。一方、赤外光ＩＲが照射され場
合、ＩＲに応じた画像信号がＣＣＤ４１から読み出され
る。ＣＣＤ４１から読み出された画像信号は、プロセッ
サ１０内のスイッチ回路２６へ送られる。
【００２１】スイッチ回路２６は、プロセッサ１０に接
続されたビデオスコープ４０から送られてくる画像信号
を、選択されている観察モードに応じて第１プロセス回
路１１もしくは第２プロセス回路２５へ選択的に送るた
めのスイッチ回路である。可視光観察モードであるとき
には可視光Ｒ、Ｇ、Ｂに応じた画像信号は第１プロセス
回路１１に送られ、赤外観察モードが選択されていると
きには赤外光ＩＲに応じた画像信号が第２プロセス回路
２５に送られる。
【００２２】第１プロセス回路１１では、ビデオスコー
プ４０から送られてくるＲ、Ｇ、Ｂ各色に応じた画像信
号に対し、ノイズ除去、Ａ／Ｄ変換等様々な信号処理が
施される。デジタル化されたＲ、Ｇ、Ｂの画像信号は順
次、タイミング回路１２へ送られる。
【００２３】タイミング回路１２には、Ｒに応じたデジ
タル画像信号、Ｇに応じたデジタル画像信号、Ｂに応じ
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たデジタル画像信号をそれぞれ一時的に格納するための
同時化メモリ（図示せず）がそれぞれの色毎に設けられ
ており、Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号が順次、対応するメモリ
へ格納される。そして、このメモリに入力されたＲ、
Ｇ、Ｂの画像信号がビデオプロセス回路１３へ同時に出
力されるように、出力タイミングが調整される。
【００２４】ビデオプロセス回路１３では、Ｒ、Ｇ、Ｂ
のデジタル画像信号がアナログ信号に変換されて、さら
に映像信号（ビデオ信号）に変換される。映像信号は、
ここでは同期信号を含むコンポジット信号である。コン
ポジット信号がテレビモニタ２１に送られると、観察部
位Ｓの映像がカラー映像としてテレビモニタ２１の画面
上に映し出される。
【００２５】一方、第２プロセス回路２５では、ビデオ
スコープ４０から送られてくる赤外光ＩＲに応じた画像
信号に対し、ノイズ除去、Ａ／Ｄ変換などの信号処理が
施される。ここでのＩＲに応じた画像信号は、輝度信号
に相当する。デジタル化されたＩＲの画像信号は、ビデ
オプロセス回路１３に送られる。
【００２６】ビデオプロセス回路１３では、ＩＲのデジ
タル画像信号がアナログ信号に変換されて、映像信号に
変換される。そして、生成された映像信号がテレビモニ
タ２１に送られる。これにより、テレビモニタ２１の画
面上では、濃淡画像が映し出される。ただし、ここで
は、ＩＣＧ（インドシニアングリーン）を患者に静脈注
射して観察をするため、基本色として紫色が設定され、
紫色の映像に関して明暗が表示されるように信号処理さ
れている。
【００２７】ＣＰＵ（図示せず）を含むシステムコント
ロール回路１４は、プロセッサ１０全体を制御する回路
であり、ＬＥＤドライバ２３、タイミングジェネレータ
２４、スイッチ回路２６等へ制御信号を送る。タイミン
グジェネレータ２４では、クロックパルスが第１および
第２プロセス回路１１、２５、タイミング回路１２、ビ
デオプロセス回路１３等のプロセッサ１０内の各回路へ
送られる。
【００２８】システムコントロール回路１４は、ビデオ
スコープ４０内のＥＥＰＲＯＭ４３とペリフェラルドラ
イバ１５を介して接続されている。ＥＥＰＲＯＭ４３内
にはビデオスコープ４０の特性、例えばＣＣＤの画素数
等のデータが記憶されており、ビデオスコープ４０が接
続されると、システムコントロール回路１４によってデ
ータがＥＥＰＲＯＭ４３から読み出される。
【００２９】プロセッサ１０のパネルには、光量の調節
のために操作されるスイッチを含むパネルスイッチ１９
が設けられており、また、患者リストの表示等のために
操作されるキーボード２０が接続されている。パネルス
イッチ１９、キーボード２０の操作によって生じた信号
はペリフェラルドライバ１５を介してシステムコントロ
ール回路１４へ送られる。
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【００３０】パネルスイッチ１９の１つにモード切替ス
イッチ１９Ａが設置されており、可視光観察モードと、
赤外観察モードとのいずれかのモードへ切り替えるスイ
ッチである。オペレータによってモード切替スイッチ１
９Ａが可視光観察モードへ切替えられた場合、操作に応
じた信号がペリフェラルドライバ１５を介してシステム
コントロール回路１４に伝達される。システムコントロ
ール回路１４では、面順次方式に従って赤、緑、青色の
光が順番にＬＥＤランプ１６から発光されるように、制
御信号がＬＥＤドライバ２３へ送られる。また、システ
ムコントロール回路１４では、ＣＣＤ４１から読み出さ
れる赤、緑、青色の光に応じた画像信号を第１プロセス
回路１１へ送るように、制御信号がスイッチ回路２６へ
送られる。
【００３１】一方、モード切替スイッチ１９Ａが赤外光
観察モードへ切替えられた場合、システムコントロール
回路１４では、赤外光がＬＥＤランプ１６から発光され
るように制御信号がＬＥＤドライバ２３へ送られ、ま
た、ＣＣＤ４１から読み出される赤外光に応じた画像信
号を第２プロセス回路２５へ送るように制御信号がスイ
ッチ回路２６へ送られる。
【００３２】図２はＬＥＤランプ１６を示す正面図であ
り、図３はＬＥＤランプ１６、ライトガイドファイババ
ンドル１８の位置関係を模式的に示す断面図である。
【００３３】図２に示すように、ＬＥＤランプ１６は複
数の積層型ＬＥＤ１６ＩＲによって構成されており、積
層型ＬＥＤ１６ＩＲは、円形状である基盤１６Ｂの一方
の面に配置される。基盤１６Bには各積層型ＬＥＤ１６
ＩＲへ信号を送るための回路基板（図示せず）が配設さ
れている。各積層型ＬＥＤ１６ＩＲは、基盤１６Ｂの面
全体から光が放射されるように、所定の間隔で、基盤１
６Ｂの面全体に配置される。
【００３４】図３において、基盤１６Ｂの光が放射され
る面の前方には、基盤１６Ｂの面と略同一面積の入射面
を有する集光レンズ１７が配置される。基盤１６Ｂ上の
各積層型ＬＥＤ１６ＩＲから放射された光は、平行に進
み、集光レンズ１７に入射する。集光レンズ１７に入射
した光は、集光されてライトガイドファイババンドル１
８の入射面１８Ａに入射する。
【００３５】図４および図５を用いて、本実施形態にお
いて使用される積層型ＬＥＤ１６ＩＲについて説明す
る。まず、図４において従来型の積層型LEDを説明し、
図５において本実施形態で使用される積層型LEDについ
て説明する。
【００３６】図４は、従来の積層型ＬＥＤ１６Ｓの断面
図である。従来公知の積層型ＬＥＤ１６Ｓは高密度、高
輝度と良好な混色特性の両方を実現するフルカラーＬＥ
Ｄであり、例えば、特開平８－２２２７６７号、特開平
８－２２２７６８号、特開平８－２２２７６９号に開示
されている。積層型ＬＥＤ１６Ｓは、赤色、緑色、青色
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をそれぞれ発光する赤色ダイオードＲＬ、緑色ダイオー
ドＧＬ、青色ダイオードＢＬを有し、赤色、緑色、青色
ダイオードＲＬ、ＧＬ、ＢＬは層状になって配置されて
いる。また、積層型ＬＥＤ１６Ｓは、赤色、緑色、青色
発光ダイオードＲＬ、ＧＬ、ＢＬとともに、スペーサＳ
１、Ｓ２と各発光ダイオードに対応した光学面ＯＰ１、
ＯＰ２、ＯＰ３、と放射面ＲＳとを有する。
【００３７】赤、緑、青色発光ダイオードＲＬ、ＧＬ、
ＢＬは、光が放射する方向ＥＬに沿って、最下層から赤
色発光ダイオードＲＬ、緑色発光ダイオードＧＬ、青色
発光ダイオードＢＬの順に層状に配置されており、青色
発光ダイオードＢＬと緑色発光ダイオードＧＬとの間に
はスペーサＳ１が、緑色発光ダイオードＧＬと赤色発光
ダイオードＲＬとの間にはスペーサＳ２が設けられる。
青色発光ダイオードＢＬとスペーサＳ１との間に曲面形
状の光学面ＯＰ１が形成され、緑色発光ダイオードＧＬ
とスペーサＳ２との間にも光学面ＯＰ２が形成される。
ただし、スペーサＳ１、Ｓ２は光学面ＯＰ１、ＯＰ２の
曲面形状に対応するように成形されている。さらに、積
層型ＬＥＤ１６Ｓの最下層には光学面ＯＰ３が形成さ
れ、最上層には放射面ＲＳが形成される。
【００３８】青、緑、赤色発光ダイオードＢＬ、ＧＬ、
ＲＬは、それぞれ青色発光素子ＢＬＤ、緑色発光素子Ｇ
ＬＤ、赤色発光素子ＲＬＤを有し、さらに、各発光素子
へ電気信号を送るためのリード線Ｌ１およびＬ２、Ｌ３
およびＬ４、Ｌ５およびＬ６と、リード線Ｌ１、Ｌ２を
つなぐワイヤＷ１、リード線Ｌ３、Ｌ４をつなぐワイヤ
Ｗ２と、リード線Ｌ５、Ｌ６をつなぐワイヤＷ３とをそ
れぞれ有する。さらに、青、緑、赤色発光ダイオードＢ
Ｌ、ＧＬ、ＲＬ内には、各発光素子等を封止するための
透明な合成樹脂（図示せず）がそれぞれ充填されてい
る。青、緑、赤色の発光素子ＢＬＤ、ＧＬＤ、ＲＬＤ
は、それぞれリード線Ｌ１、Ｌ３、Ｌ５にマウントされ
る。青、緑、赤色発光ダイオードＢＬ、ＧＬ、ＲＬはそ
れぞれ独立して点灯可能であり、青、緑、赤色発光素子
ＢＬＤ、ＧＬＤ、ＲＬＤには、ＬＥＤドライバ２３から
信号（電流）が別々に送られてくる。
【００３９】光学面ＯＰ１、ＯＰ２、ＯＰ３は、それぞ
れ薄膜に形成され、各発光素子ＢＬ、ＧＬ、ＲＬに対し
て２πステラジアンの立体角がとられる。すなわち、光
学面ＯＰ１、ＯＰ２、ＯＰ３は、面の中心に対して回転
対称な回転放物面形状を有する。光学面ＯＰ１ＯＰ２、
ＯＰ３の中心は、同一軸ＳＵ（以下では、中心軸とい
う）上にあり、発光素子ＢＬＤ、ＧＬＤ、ＲＬＤは中心
軸ＳＵ上にそれぞれ配置される。
【００４０】光学面ＯＰ１、ＯＰ２、ＯＰ３は、所定の
波長の光を反射、透過するミラーである。光学面ＯＰ１
は、青色光を反射し、赤色光を透過する。光学面ＯＰ２
は、緑色光を反射し、赤色光を透過する。一方、光学面
ＯＰ３は、可視光すべてを反射する。各発光素子ＢＬ
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Ｄ、ＧＬＤ、ＲＬＤから発光する光を外部へ放射させる
ための放射面ＲＳは、中心軸ＳＵに垂直な平面であり、
光学面ＯＰ１、ＯＰ２、ＯＰ３によって進行方向ＥＬに
沿って進む赤色、緑色、青色すべての光を透過させる。
【００４１】図４において示す各発光素子ＢＬＤ、ＧＬ
Ｄ、ＲＬＤから発光する光の経路から分かるように、各
発光素子ＢＬＤ、ＧＬＤ、ＲＬＤから放射された光は平
行光となって外部へ放射される。発光素子ＢＬＤから発
光した青色光は、光学面OＰ１によって反射し、放射面
ＲＳから外部へ放射される。また、発光素子ＧＬＤから
発光した緑色光は、光学面ＯＰ２によって反射し、光学
面ＯＰ１、放射面ＲＳを通過して外部へ放射される。そ
して、発光素子ＲＬＤから発光した赤色光は、光学面Ｏ
Ｐ３によって反射し、光学面ＯＰ１、ＯＰ２、放射面Ｒ
Ｓを通過して外部へ放射される。ただし、発光素子ＢＬ
Ｄの位置は、発光素子ＢＬＤから放射状に発光される青
色光が反射によってすべて進行方向ＥＬに沿って平行に
進む位置に定められており、ここでは回転放物面である
光学面OＰ１の焦点に配置される。発光素子ＧＬＤ、Ｒ
ＬＤの位置も、光学面ＯＰ２、ＯＰ３における反射によ
って緑色光、赤色光が進行方向ＥＬに沿ってそれぞれ進
む位置に定められる。
【００４２】このように、積層型ＬＥＤ１６Ｓでは、光
の３原色である赤、緑、青色が平行光として外部へ放射
される。各発光素子ＢＬＤ、ＧＬＤ、ＲＬＤがそれぞれ
独立して点灯可能であることから、各積層型ＬＥＤ１６
Ｓの発光素子ＢＬＤ、ＧＬＤ、ＲＬＤから青色光、緑色
光、赤色光を交互に発光させ、ＬＥＤランプ１６から各
色を順次放射させることが可能である。なお、赤、緑、
青色の光を同時に発光し、各発光素子ＢＬＤ、ＧＬＤ、
ＲＬＤの光量を制御することにより、所望する色の光を
放射することも可能である。
【００４３】図５は、本実施形態において使用される積
層型ＬＥＤ１６ＩＲの断面図である。なお、従来の積層
型ＬＥＤと同じ構成の部分には同一符号を付している。
【００４４】図５に示すように、積層型ＬＥＤ１６ＩＲ
では、青、緑、赤色発光ダイオードＢＬ、ＧＬ、ＲＬに
加え、赤外光を発光する赤外発光ダイオードＩＲＬがさ
らに設けられている。赤外光は可視光と比べて透過性が
高いため、赤外発光ダイオードＩＲＬは、積層型ＬＥＤ
１６ＩＲの最下層、すなわち積層ＬＥＤ１６ＩＲの光出
射方向ＥＬに対して後方に配置される。
【００４５】赤色発光ダイオードＲＬと赤外発光ダイオ
ードＩＲＬの間にはスペーサＳ３が設けられ、積層型Ｌ
ＥＤ１６ＩＲの最下層には光学面ＯＰ４が形成される。
赤外発光ダイオードＩＲＬは赤外発光素子ＩＲＬＤを有
し、リード線Ｌ７、Ｌ８と、これをつなぐワイヤＷ４を
有する。赤外発光素子ＩＲＬＤはリード線Ｌ７にマウン
トされ、赤外発光ダイオードＩＲＬ内には赤外発光素子
ＩＲＬＤ、リード線Ｌ７、Ｌ８およびワイヤＷ４を封止
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するための透明な合成樹脂（図示せず）が充填されてい
る。ただし、スペーサＳ３は光学面ＯＰ３の曲面形状に
対応するように成形される。赤外発光素子ＩＲＬＤはシ
ステムコントロール回路１４から送られる信号に基づい
て独立して点灯可能である。
【００４６】光学面ＯＰ４は、従来の積層型ＬＥＤの光
学面と同様、薄膜に形成され、赤外発光素子ＩＲＬＤに
対して２πステップラジアンの立体角がとられる。赤外
発光素子ＩＲＬＤは、他の可視光発光素子と同様、積層
型ＬＥＤ１６ＩＲの中心軸ＳＵ上に配置される。
【００４７】光学面ＯＰ４は赤外波長の光を反射するミ
ラーであり、発光素子ＩＲＬＤから発光された赤外光は
光学面ＯＰ４によって反射し、光学面ＯＰ１、ＯＰ２、
ＯＰ３、放射面ＲＳを通過して外部へ放射される。発光
素子ＩＲＬＤの位置は、放射状に発光される赤外光が反
射によってすべて進行方向ＥＬにそって平行に進む位置
に定められている。
【００４８】以上のような本実施形態における積層型Ｌ
ＥＤでは、可視光Ｒ、Ｇ、Ｂのみならず、赤外光ＩＲを
平行光として外部へ放射可能である。各発光素子は独立
して点灯させることが可能であるため、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色
を順次発光させるか、あるいは赤外発光素子ＩＲＬＤの
みを発光させ、上述の可視光観察モードおよび赤外光観
察モードへの対応が可能となる。
【００４９】図６はモード切替え動作を示すサブルーチ
ンである。図６を用いて、ＬＥＤランプ１６から可視光
を放射する可視光観察モードと、赤外光を放射する赤外
観察モードの切替え動作について説明する。このサブル
ーチンは、切替スイッチ１９Ａが操作されると、図示し
ないメインルーチンの１つである切替スイッチに関する
ステップのサブルーチンである。
【００５０】プロセッサ１０の電源がオン状態に定めら
れ、ＬＥＤランプ１６が点灯している状態において、モ
ード切替スイッチ１９Ａが操作されたか否かが判断され
る（ステップ１０１）。モード切替スイッチ１９Ａが操
作されていないと判断された場合、モードは切替えられ
ずに、このルーチンは終了する。一方、モード切替スイ
ッチ１９Ａが操作されたと判断された場合、ステップ１
０２においてモード切替スイッチ１９Ａの操作により選
択されたモードが可視光観察モードか否かが判断され
る。可視光観察モードが選択されたと判断されると、ス
テップ１０３において、ＬＥＤランプ１６から可視光が
放射される。本実施形態においては、カラー撮像方式と
して面順次方式が採用されていることから、ＬＥＤラン
プ１６の各積層型ＬＥＤから赤、緑、青色の光が順次発
光されるようにシステムコントロール回路１４からＬＥ
Ｄドライバ２３へ制御信号が送られる。
【００５１】図７は、赤色発光ダイオードＲＬ、緑色発
光ダイオードＧＬ、青色発光ダイオードＢＬの発光タイ
ミングが示すタイミングチャートであり、赤色、緑色、
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青色に応じた１フィールド分の画像信号が順次読み出さ
れる。すなわち、赤色発光ダイオードＲＬのみが点灯し
（オン状態となり）、赤色に応じた１フィールド分の画
像信号が読み出されると、今度は緑色発光ダイオードＧ
Ｌのみが点灯する。そして、緑色に応じた１フィールド
分の画像信号が読み出されると、今度は青色発光ダイオ
ードＢＬのみが点灯する。このような順で次々と赤色、
緑色、青色発光ダイオードＲＬ、ＧＬ、ＢＬを発光させ
ることにより、赤色、緑色、青色に応じた１フィールド
分の画像信号が順次読み出される。なお、ＣＣＤ４１は
電荷転送方式としてフルフレームトランスファー方式が
適用されており、１フィールド期間（＝１／６０秒間）
には、ＣＣＤ４１における画像信号読出し時間が含まれ
る。ステップ１０３が実行されるとステップ１０４に進
む。
【００５２】ステップ１０４では、ＣＣＤ４１から読み
出された画像信号が第１プロセス回路１１に送られるよ
うにスイッチ回路２６が制御される。ステップ１０４が
実行されるとこのルーチンは終了する。
【００５３】一方、ステップ１０２において選択された
モードが可視光観察モードではない、すなわち赤外観察
モードであると判断されると、ステップ１０５におい
て、ＬＥＤランプ１６から赤外光が放射される。すなわ
ちＬＥＤランプ１６の積層型ＬＥＤ１６ＩＲから赤外光
のみが発光されるようにシステムコントロール回路１４
からＬＥＤランプ１６に信号が送られる。ステップ１０
６では、ＣＣＤ４１から読み出された画像信号が第２プ
ロセス回路２５に送られるようにスイッチ回路２６が制
御される。ステップ１０６が実行されるとこのルーチン
は終了する。
【００５４】このように第１の実施形態によれば、積層
型ＬＥＤ１６ＩＲによって構成されるＬＥＤランプ１６
を光源とすることにより、可視光および、赤外光により
照射された体腔内を観察することが可能となる。モード
切替スイッチ１９Ａの操作のみによって、放射される光
の波長を切替えることが可能であり、回転フィルタを設
けずに赤色、緑色、青色の光と赤外光を順次発光するこ
とができる。
【００５５】次に図８を用いて第２の実施形態を説明す
る。第２の実施形態では、第１の実施形態と異なり、
Ｒ，Ｇ，Ｂの可視光に加え、紫外光を放射することが可
能な積層ＬＥＤによって光源ランプが構成される。第１
の実施形態と同様に、モード切替スイッチ１９Ａを操作
することにより、光源から放射される光が可視光又は紫
外光に切替えられる。なお、紫外光を利用した内視鏡観
察に関しては、紫外光を観察部位に照射し、発生する自
家蛍光に基づく濃淡画像を観察することにより癌等の検
診を行うことが知られている（外光照射による蛍光観察
モード）。
【００５６】図８は、第２の実施形態において使用され



(9) 特開２００２－１１２９６１

10

20

30

40

50

15
る積層型ＬＥＤ１６ＵＶの断面図である。第２の実施形
態では、ＬＥＤランプ１６は複数の積層ＬＥＤ１６ＵＶ
から構成される。以下、積層ＬＥＤ１６ＵＶについて説
明する。なお、従来の積層型ＬＥＤと実質的に同じ構成
要素には同一の参照符号を付している。
【００５７】図８に示すように、積層型ＬＥＤ１６ＵＶ
では、従来の積層型ＬＥＤ１６Ｓに紫外光を発光する紫
外発光ダイオードＵＶＬが加えられる。紫外光は可視光
と比べて透過性が低いため、紫外発光ダイオードＵＶＬ
は積層型ＬＥＤ１６ＵＶの最上層、すなわちＬＥＤ１６
ＵＶの光出射方向に対して青、緑、赤色発光ダイオード
ＢＬ、ＧＬ、ＲＬの前方に配置される。
【００５８】紫外発光ダイオードＵＶＬと青色発光ダイ
オードＢＬの間にはスペーサＳ４が設けられ、紫外発光
ダイオードＵＶＬとスペーサＳ４の間には曲面形状の光
学面ＯＰ５が形成される。ただし、スペーサＳ４は光学
面ＯＰ５の曲面形状に対応するように成形されている。
放射面ＲＳは積層型ＬＥＤ１６ＵＶの最上層、すなわち
第２の実施形態では、紫外発光ダイオードＵＶＬの上面
に形成される。
【００５９】紫外発光ダイオードＵＶＬは、紫外発光素
子ＵＶＬＤを有し、これに信号を送るためのリード線Ｌ
９、Ｌ１０と、これをつなぐワイヤＷ５を有し、紫外発
光素子ＵＶＬＤはリード線Ｌ９にマウントされる。紫外
発光ダイオードＵＶＬ内には透明な合成樹脂（図示せ
ず）が充填されている。紫外発光素子ＵＶＬＤはシステ
ムコントロール回路１４から送られる信号に基づいて独
立して点灯可能である。
【００６０】光学面ＯＰ５は、従来の積層型ＬＥＤの光
学面と同様、薄膜に形成され、紫外発光素子ＵＶＬＤに
対して２πステップラジアンの立体角がとられる。光学
面ＯＰ５の中心は中心軸上にあり、紫外発光素子ＵＶＬ
Ｄは積層型ＬＥＤ１６ＵＶの中心軸ＳＵ上に配置され
る。
【００６１】光学面ＯＰ５は紫外波長の光を反射すると
ともに、赤色、緑色、青色の光および赤外光を透過する
ミラーである。紫外発光素子ＵＶＬＤから放射された紫
外光は、光学面ＯＰ５によって反射し、放射面ＲＳを通
過して外部へ放射される。紫外発光素子ＵＶＬＤの位置
は、放射状に発光される紫外光が反射によってすべて進
行方向ＥＬにそって平行に進む位置に定められている。
【００６２】第２の実施形態においては、モード切替ス
イッチ１９Ａによって可視光観察モード、蛍光観察モー
ドのいずれかのモードが選択される。可視光観察モード
が選択されると、第１の実施形態と同じように、ＬＥＤ
ランプ１６の各積層型ＬＥＤから赤、緑、青色の光が順
次発光されるようにシステムコントロール回路１４から
ＬＥＤドライバ２３へ制御信号が送られ、画像信号が第
１プロセス回路１１へ送られるようにスイッチ回路２６
が制御される。一方、蛍光観察モードが選択された場
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合、ＬＥＤランプ１６の各積層型ＬＥＤ１６ＵＶから紫
外光のみが発光されるようにシステムコントロール回路
１４からＬＥＤドライバ２３に制御信号が送られ、紫外
光カットフィルタ（図示せず）を介して、ＣＣＤ４１か
ら読み出された画像信号が第２プロセス回路２５に送ら
れるようにスイッチ回路２６が制御される。第２の実施
形態においては、第２プロセス回路２５では、ビデオス
コープ４０で検出される自家蛍光に基づいて病変部に対
応した濃淡画像の画像信号が生成され、さらにこの画像
信号に対し、ノイズ除去、Ａ／Ｄ変換等の信号処理が施
される。デジタル化された病変部に対応した濃淡画像の
画像信号は、ビデオプロセス回路１３に送られる。
【００６３】このような第２の実施形態においては、可
視光Ｒ、Ｇ、Ｂのみならず、紫外光ＵＶを平行光として
外部へ放射可能である。各発光素子は独立して点灯させ
ることが可能であるため、紫外発光素子ＵＶＬＤのみを
発光させ、これを光源とすることにより上述の蛍光観察
モードの実行が可能となる。
【００６４】次に、図９～図１１を用いて第３の実施形
態を説明する。第３の実施形態では、光源ランプが、可
視光と、赤外光および紫外光を放射することが可能な積
層型ＬＥＤによって構成される。すなわち、第３の実施
形態では、可視光観察モード、赤外観察モードおよび蛍
光観察モードの実行が可能である。また第１、第２の実
施形態と異なり、光源からは可視光（赤色光、緑色光、
青色光）、赤外光、紫外光が順次放射され、各光波長領
域の映像がＣＣＤにおいて順次検出される。
【００６５】図９は、第３の実施形態の回路構成を示す
ブロック図である。なお、第１、第２の実施形態と実質
的に同じ構成要素は、同一の参照符号を付している。以
下、第１、第２の実施形態と異なる部分を中心に説明す
る。
【００６６】プロセッサ１０´内において設置されるＬ
ＥＤランプ１６´は、複数の積層型ＬＥＤ（ここでは図
示せず）によって構成されたランプであり、ＬＥＤドラ
イバ２３によって駆動、制御される。積層型ＬＥＤは、
赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の光および赤外線
（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）を発する５つの発光ダイオー
ドが層状に並んだ積層構造のＬＥＤである。本実施形態
では面順次方式に従ってＬＥＤランプ１６´からＲ、
Ｇ、Ｂの波長の光が順番に放射され、その後に順次Ｉ
Ｒ、ＵＶの波長の光が放射されるようにＬＥＤランプ１
６´が駆動される。Ｒ、Ｇ、Ｂ、ＩＲ、ＵＶ各波長の光
は、ライトガイドファイババンドル１８を通ってその出
射端１８Ｂ、すなわちビデオスコープ４０の先端から出
射する、これにより、赤色光、緑色光、青色光、赤外
光、紫外光が順次、観察部位Ｓに照射される。
【００６７】スイッチ回路２６´は可視光、赤外光、紫
外光の順にビデオスコープ４０から送られてくるそれぞ
れの光に対応した画像信号を選択的に第１プロセス回路
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１１、第２プロセス回路２５ＩＲもしくは第３プロセス
回路２５ＵＶへ送るためのスイッチ回路である。システ
ムコントロール回路１４から入力される制御信号に基づ
いて、スイッチ回路２６´が順次切り替えられる。すな
わち、ＬＥＤランプ１６´から可視光（赤色、青色、緑
色光）が放射されているときに読み出される画像信号は
第１プロセス回路１１、赤外光が放射されているときの
画像信号は第２プロセス回路２５ＩＲ、紫外光が放射さ
れているときの画像信号は第３プロセス回路２５ＵＶへ
それぞれ送られるようにスイッチ回路２６´が制御され
る。
【００６８】第１プロセス回路１１に送られた画像信号
はＲ、Ｇ、Ｂ各色毎にＡ／Ｄ変換等の信号処理が施さ
れ、順次、タイミング回路１２に送られる。タイミング
回路１２では、デジタル化されたＲＧＢの各画像信号の
出力タイミングが調整され、ビデオプロセス回路１３へ
同時に送られる。一方、第２および第３プロセス回路２
５ＩＲ、２５ＵＶに送られた画像信号は、それぞれの回
路によりＡ／Ｄ変換等の信号処理が施され、ビデオプロ
セス回路１３に送られる。ビデオプロセス回路１３で
は、可視光に応じた映像信号、赤外光に応じた映像信
号、紫外光に応じた映像信号がそれぞれ生成される。
【００６９】パネルスイッチ１９´には、映像表示切替
スイッチ１９Ｂが設けられている。映像表示切替スイッ
チ１９Ｂは、ＬＥＤランプ１６´から可視光が放射され
たときの映像、赤外光が放射されたときの映像、紫外光
が放射されたときの映像のいずれをテレビモニタ２１の
画面上に表示するかを選択するスイッチである。すなわ
ち、可視光観察モード、赤外観察モード、蛍光観察モー
ドのうちいずれかのモードが映像表示切替スイッチ１９
Ｂによって選択される。映像表示切替スイッチ１９Ｂの
操作によって生じる信号がペリフェラルドライバ１５を
介してシステムコントロール回路１４へ伝達されると、
システムコントロール回路１４から制御信号がビデオプ
ロセス回路１３内のスイッチ回路２９へ送られる。表示
切替スイッチ１９Bに応じてスイッチ回路２９が切り替
えられ、選択された観察モードに応じた映像信号がテレ
ビモニタ２１に送られる。この映像信号に基づいて画面
上に映像が表示される。
【００７０】図１０は、第３の実施形態において使用さ
れる積層型ＬＥＤ１６Ｔの断面図である。図１０を用い
て、第３の実施形態において使用される積層型ＬＥＤに
ついて説明する。なお、従来の積層型ＬＥＤ、第１およ
び第２の実施形態と同じ構成要素には同一の参照符号を
付している。
【００７１】第３の実施形態では、ＬＥＤランプ１６´
は、複数の従来の積層型ＬＥＤ１６Ｓに赤外光を発行す
る赤外発光ダイオードＩＲＬおよび、紫外光を発光する
紫外発光ダイオードＵＶＬが加えられた積層ＬＥＤ１６
Ｔによって構成される。積層型ＬＥＤ１６Ｔにおいて、
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赤外発光ダイオードＩＲＬは最下層、すなわち積層型Ｌ
ＥＤ１６Ｔの光出射方向に対して後方に、紫外発光ダイ
オードＵＶＬは最上層、すなわち積層型ＬＥＤ１６Ｔの
光出射方向に対して前方にそれぞれ配置される。赤外発
光ダイオードＩＲＬと赤色発光ダイオードＲＬとの間に
は、スペーサＳ３が設けられ、紫外発光ダイオードＵＶ
Ｌと青色発光ダイオードＢＬの間にはスペーサＳ４が設
けられる。また紫外発光ダイオードＵＶＬとスペーサＳ
４の間には曲面形状の光学面ＯＰ５が形成され、最下層
には光学面ＯＰ４が形成される。放射面ＲＳは積層型Ｌ
ＥＤ１６Ｔの最上層、すなわち第３の実施形態では、紫
外発光ダイオードＵＶＬの上面に形成される。
【００７２】赤外、紫外発光ダイオードＩＲＬ、ＵＶＬ
は、それぞれ赤外発光素子ＩＲＬＤ、紫外発光素子ＵＶ
ＬＤを有し、第１、第２の実施形態と同様に、信号を送
るためのリード線Ｌ７、Ｌ８、Ｌ９、Ｌ１０と、これを
つなぐワイヤＷ４、Ｗ５を有する。赤外、紫外発光素子
ＩＲＬＤ、ＵＶＬＤは、それぞれＬＥＤドライバ２３か
ら送られる信号に基づいて独立して点灯可能である。
【００７３】光学面ＯＰ４、ＯＰ５は、従来の積層型Ｌ
ＥＤの光学面と同様、薄膜に形成され、それぞれ赤外発
光素子ＩＲＬＤ、紫外発光素子ＵＶＬＤに対して２πス
テップラジアンの立体角がとられる。光学面ＯＰ４、Ｏ
Ｐ５の中心は中心軸上にあり、紫外発光素子ＵＶＬＤは
中心軸ＳＵ上に配置される。
【００７４】光学面ＯＰ４は赤外光を反射するミラーで
あり、ＯＰ５は紫外光を反射し赤色、緑色、青色の光、
および赤外光を透過するミラーである。赤外発光素子Ｉ
ＲＬＤから放射された赤外光は光学面ＯＰ４により反射
し、光学面ＯＰ１、ＯＰ２、ＯＰ３、ＯＰ５および放射
面ＲＳを通過して外部へ放射される。一方、紫外発光素
子ＵＶＬＤから放射された紫外光は光学面ＯＰ５により
反射し、放射面ＲＳを通過して外部に放射される。赤外
発光素子ＩＲＬＤ、紫外発光素子ＵＶＬＤの位置は、放
射状に発光される光が反射によってすべて進行方向ＥＬ
にそって平行に進む位置に定められている。
【００７５】以上のような第３の実施形態における積層
型ＬＥＤ１６Ｔでは、可視光Ｒ、Ｇ、Ｂのみならず、赤
外光ＩＲ、および紫外光ＵＶを平行光として外部へ放射
可能である。各発光素子は独立して点灯させることが可
能であるため、赤外発光素子ＩＲＬＤ又は紫外発光素子
ＵＶＬＤを発光させ、赤外観察モード、蛍光観察モード
の実行が可能となる
【００７６】図１１は、第３の実施形態における赤色発
光ダイオードＲＬ、緑色発光ダイオードＧＬ、青色発光
ダイオードＢＬ、赤外発光ダイオードＩＲＬ、紫外発光
ダイオードＵＶＬの発光タイミングを示すタイミングチ
ャートである。
【００７７】ＬＥＤランプ１６´から赤色光、緑色光、
青色光、赤外光、紫外光が順次放射され、これに対応し
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た被写体像がＣＣＤ４１から赤色、緑色、青色および赤
外光、紫外光に応じた１フィールド分の画像信号として
順次読み出される。すなわち、赤色発光ダイオードＲＬ
のみが点灯し（オン状態となり）、赤色に応じた１フィ
ールド分の画像信号がＣＣＤ読出信号に応じて読み出さ
れると、今度は緑色発光ダイオードＧＬのみが点灯す
る。そして、緑色に応じた１フィールド分の画像信号が
読み出されると、今度は青色発光ダイオードＢＬのみが
点灯する。このような順で次々と赤色、緑色、青色発光
ダイオードＲＬ、ＧＬ、ＢＬを発光させることにより、
赤色、緑色、青色に応じた１フィールド分の画像信号が
順次読み出される。このとき、スイッチ回路２６´は第
１プロセス回路１１へ切り替えられる。その後、赤外発
光ダイオードＩＲＬのみが点灯し、赤外光に応じた画像
信号が１フィールド分読み出される。このとき、スイッ
チ回路２６´は第２プロセス回路２５ＩＲに画像信号を
出力するように切り替えられる。続いて、紫外発光ダイ
オードＵＶＬのみが点灯して、紫外光に応じた１フィー
ルド分の画像信号が読み出される。このとき、スイッチ
回路２６´は第３プロセス回路２５ＵＶに画像信号を出
力するように切り替えられる。以上のように、スイッチ
回路２６´を制御することにより、照射光の波長領域に
応じて画像信号を入力する回路を分けることができる。
【００７８】このように第３の実施形態によれば、単一
の光源においてフィルタを交換せずに、可視光によって
照射された観察部位のカラー映像だけでなく、赤外光お
よび紫外光により照射された観察部位の映像を得ること
ができる。また、間欠的に赤外光および紫外光が照射さ
れるため、光を長時間照射することによる体腔内の損傷
が生じることない。
【００７９】なお、カラー映像、赤外光の映像、紫外光
映像を比べながら観察するため、３つのテレビモニタ２
１をプロセッサ１０と接続させ、可視光に応じた映像信
号と、赤外光に応じた映像信号と、紫外光に応じた映像
信号をそれぞれ対応するモニタへ出力するように構成し
てもよい。この場合、映像表示切替スイッチ１９B、映
像側スイッチ回路２９を必要としない。
【００８０】第１、第２の実施形態において、ＬＥＤラ
ンプ１６からは可視光と不可視光（赤外光ＩＲ、紫外光
ＵＶ）は選択的に一方のみが放射されるが、同時に放射
されるように制御されてもよい。例えば可視光による検
査の後に赤外光による検査を行う場合において、可視光
の放射と同時に赤外光を放射しておくことにより、可視
光による観察を行っている間も不可視光発光ダイオード
は点灯している。したがって、赤外光による観察に切替
える場合、赤外発光ダイオードは十分に温まっているた
め、赤外発光ダイオードが安定的に発光するまで待たず
に観察を開始することが可能である。また、積層型ＬＥ
Ｄ１６ＵＶに対して赤色光発光ダイオードＲＬを最下層
に配置し、可視光観察モード、赤外観察モード、紫外観

20
察モードを切替スイッチ１９Ａによって選択するように
構成してもよい。
【００８１】第１の実施形態においては、可視光に対応
した画像信号と、赤外光に対応した画像信号をそれぞれ
別のプロセス回路によって信号処理を行うが、１つの回
路によって、可視光および赤外光に対応する画像信号の
信号処理を行ってもよい。
【００８２】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、フィル
タを用意することなく、必要に応じて異なる波長領域の
光を選択的に照射し、所望する体腔内の画像を観察でき
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態である電子内視鏡装置のブロッ
ク図である。
【図２】ＬＥＤランプ（ＬＥＤ光源）を示す正面図であ
る。
【図３】ＬＥＤランプと、ライトガイドファイババンド
ルとの位置関係を模式的に示す断面図である。
【図４】従来の積層型ＬＥＤの断面図である。
【図５】第１の実施形態において使用される積層型ＬＥ
Ｄの断面図である。
【図６】モード切替え動作を示すサブルーチンである。
【図７】赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、青
色発光ダイオードの発光タイミングが示すタイミングチ
ャートである。
【図８】第２の実施形態において使用される積層型ＬＥ
Ｄの断面図である。
【図９】第３の実施形態における電子内視鏡装置の回路
構成を示すブロック図である。
【図１０】第３の実施形態において使用される積層型Ｌ
ＥＤの断面図である。
【図１１】第３の実施形態における赤色発光ダイオー
ド、緑色発光ダイオード、青色発光ダイオード、赤外発
光ダイオード、紫外発光ダイオードの発光タイミングを
示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
１０    プロセッサ
１４    システムコントロール回路
１６、１６´    ＬＥＤランプ（ＬＥＤ光源）
１６ＩＲ、１６ＵＶ、１６Ｔ  積層型LED
１８    ライトガイドファイババンドル（光ケーブル）
１８A  入射端
１９A  モード切替スイッチ
１９Ｂ  映像表示切替スイッチ（モード切替スイッチ）
２１    テレビモニタ（表示装置）
２３    ＬＥＤドライバ
２６、２６´  スイッチ回路（選択手段）
２９    スイッチ回路（映像側選択手段）
４０    ビデオスコープ（スコープ）
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４１    ＣＣＤ（撮像素子）
ＢＬ    青色発光ダイオード
ＲＬ    赤色発光ダイオード *
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*ＧＬ    緑色発光ダイオード
ＩＲＬ  赤外発光ダイオード
ＵＶＬ  紫外発光ダイオード

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図６】
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摘要(译)

甲无需准备的过滤器，根据需要用不同波长区域的光选择性地照射，以
观察所希望的体腔内的图像。 一个用LED灯16，其中设置的多个层叠型
LED作为从内窥镜40射出的光源。堆叠LED灯通过布置红色光，绿色
光，和可见光发光二极管，其发出蓝色光，和红外发光二极管发射红外
光到叠层构造。设置可见光观察模式和红外观察模式作为内窥镜装置的
观察模式。可见光观察模式时，从LED灯16的红外光，绿光，是顺序地
发射按照场序方式的蓝色光，和信号处理，并显示在电视监视器21上的
观察部位的彩色图像。红外光观察模式中，LED灯16照射的红外光，并
显示一个血管或类似物也是在电视监视器21上观察到的灰色图像粘膜下
观察部位。
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